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        ＊安全管理室 NEWS のデータ版も HP に掲載してします。 

本年 5 月、名古屋大学において、遺伝子組換えされた植物が屋外に漏出した

ことを受け、文部科学省より同大学に対して文書による厳重注意が出されまし

た。また、この事態を受け、本年 9 月、文部科学省から各大学等へ、遺伝子組換

え生物等の適切な使用等について通達がありました。関連学部・研究科・各研究

室におかれましては、「高圧滅菌器」の使用に関して、遺伝子組換え生物等の不

活化が確実に実施されるよう、以下の通達内容に留意して取り組みをお願いいた

します。 

■遺伝子組換え生物等の不活化処理を適切に

行いましょう 

・不活化の対象となる遺伝子組換え生物等の性質を踏まえ、適切な処理条件

（処理温度、処理時間、一度に処理する試料の量等）を設定すること。 

・高圧滅菌器の特性や使用状況に応じた定期的な管理・点検を行うこと。 

・不活化の処理が適切に行われたことを確認すること（インジケーターテープ等

の資材を活用すること 等）。 

・実験管理者が高圧滅菌器の使用状況を把握するなど、適切な管理体制を構

築すること。（遺伝子組換え生物等を不活化した記録を保管すること 等）。 

■爆発物の原料となり得る化学物質等の管理を

徹底しましょう 
 2016 年伊勢志摩サミット、2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会等の開

催に向け、テロ等の違法行為の未然防止に万全を期すため、学校などに保管さ

れている爆発物の原料となり得る化学物質等の管理強化について、文部科学省

から各大学への通達があり、各警察署による周知の取り組みが行われていま

す。裏面参照 

 本学では教育・研究上の安全確保等のため、危険物に対し従前から「薬品管理

システム」の導入をはじめとする安全管理の取り組みを行っておりますが、各研

究室におかれましては、毒劇物及び危険物の管理になお一層のご注意をお願い

いたします。 




